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研究報告書 

in vitro:ヒト肉腫培養細胞におけるT-01による細胞障害性の検討（図1） 

ヒト横紋筋肉腫・平滑筋肉腫細胞株に対する

in　vitroでの抗腫瘍効果の検討を行った。T-01感

染群は非感染群(mock)に対してday4で有意差を

持って増殖が抑えられ、T-01の濃度依存性の抗

腫瘍効果が示された(student’s T test p<0.0 

5)。 [RMS-YM,RD:ヒト横紋筋腫,RKN,SK-LMS-

1,SK-UT-1, SKN:ヒト平滑筋肉腫,CCR S-180

Ⅱ:マウス肉腫,非感染群(mock)=100%としたウイルス濃度(MOI:0.01,0.1)別生存細胞数の比(%)] 

in vivo:ヌードマウス皮下腫瘍モデル(ヒト平滑筋肉腫細胞株:SK-LMS-1)におけるT-01による腫

瘍抑制効果の検討 

ヌードマウスヒト平滑筋肉腫モデルに対して濃度別投与(T-01 :2.0×105 pfu,2.0×106pfu)、

回数別投与（T-01 : 2.0×106pfu 2回、4回、8回）を施行した。結果は濃度別投与、回数別投

与でもT-01の有意な腫瘍抑制効果を得られた。また、濃度別実験では濃度依存性に回数別投与

実験では回数依存性に腫瘍増殖抑制効果を認めた。 




